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テスト教材の作成方法  
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概要 

e-class では、単数・複数の選択肢や単語入力、記述式など約 12 種類の問題スタイルから設問を作成することができ

ます。一部の問題スタイル（記述式やレポート）を除き、教材作成時にあらかじめ解答を入力することで自動採点をする

ことができます。本 FAQ は Microsoft Edge を利用していますがブラウザにより実際の画面と異なる場合があります。 

 

テストの種別 

テストの種別として以下の 3 種類があります。 

なお、教材作成後、テストの種別は教材名の下にグレーの文字で表示されます。 

 

<表示例> 

 

 

 

 

 

➢ 自習用（成績公開） 

 教材実施後に採点結果画面が表示され、得点や配点、得点率や解説が表示されます。教材画面を閉じた後や試験時間が 

過ぎた後でも、学生自身で解答内容を確認することができます。 

 

➢ 試験（成績非公開） 

 定期試験や小テストとして利用できる教材です。教材実施後に採点結果画面は表示されません。教材終了後は、 

「試験が終了しました。お疲れさまでした。回答は正しく保存されました。」と表示されます。なお、受講生側では 

記述式とレポートを除き解答内容の確認はできません。 

 

➢ 一問一答（成績公開） 

 複数の設問がある場合は、次のページに進むたびに[解答をチェック]をクリックする必要があり、得点や配点、得点率 

や解説が表示されます。教材画面を閉じた後や試験時間が過ぎた後でも学生自身で解答内容を確認することができます。 
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問題スタイル 

約 12 種類あります。ここでは主によく利用される 4 つの問題スタイルを紹介します。その他の問題スタイルおよび詳 

細は別紙「問題スタイルの種類について」をご確認ください。 

・単 語 選 択 式：複数の選択肢から 1 つだけ選択します。(自動採点) 

・複 数 選 択 式：選択肢の中から複数の答えを選択し、全ての選択肢に解答で正解となります。(自動採点) 

・単語/数値入力：穴埋め問題を作成できます。最大 500 字の解答を入力できます。（自動採点） 

・記 述 式：字数制限を利用した論述問題を作成します。（教員側で採点する必要があります） 

 

教材作成手順 

1. 時間割から科目を選択します。 

 

2. 「教材を作成する」を選択し、「テスト」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://eclass.doshisha.ac.jp/toppage/tf/html/faq/faq_0209.pdf
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3. 「テスト/レポート/アンケート オプション設定」で教材の詳細設定をします。設定が終われば、最下部の「テスト作

成：問題編集」をクリックして次のページに進みます。※必須項目は必ず入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

テスト種別の詳細は P.1 に記載しています。教材終了時に解答内容を 
学生に表示させない場合は、「試験(成績非公開)」を選択してください。 

ラ ン ダ ム 出 題：複数設問がある場合、学生毎に設問の順番が 
異なります。 

選択肢並び替え：学生毎に選択肢の順番が異なります。 

回答の見直しを許可とは、回答の保存方法を制御するものです。 

テスト教材ではデフォルト設定で「しない」に設定されています。 

 

す る：解答の保存方法は上書きとなり、受験者が受験中に教材に入り直し 

した際には、前回の解答が表示され編集することができます。 

保存される解答ファイルは 1 つのみです。 

しない：教材を実行する度に新規の解答ファイルが作成され、受験者が実行 

した回数分の解答ファイルが保存されます。受験者が受験中に教材 

に入りなおした際は前回の解答データは表示されません。 

日時制限：教材を実行できる日時を設定します。 
          日時制限が終了した時点で自動終了し回答が保存されます。 
 
(例)：2021 年 9 月 8 日 17 時 00 分までと設定した場合は、 

１７時００分５９秒時点の回答内容(選択式・記述式)が自動的に 
保存・提出され、終了画面に遷移します。 
2021 年 9 月 8 日 17 時 01 分 00 秒以降は回答、提出は 
できません。 

デフォルト設定では、「テスト作成：問題編集」をクリックするとすぐ
に学生画面に表示されます。学生に公開したくない場合(作成途中の場
合)は、「授業ユニット用/非表示教材」にするか「教材実行時の制限」
内の「日時制限」で未来の日時に設定してください。 

複数ページ：設問ごとに画面を切り替えます。(デフォルト設定)。 
設問を複数作成する場合、回答の保存は次のページに 
進むごとに「保存」されます。 

単一ページ：全ての設問を 1 つの画面に表示させます。 
「回答を保存」や「終了」を必ずクリックして終了し 
なければ回答が保存されません。 

実行回数の制限：教材を実行できる回数を設定します。 
1 回と設定した場合は、教材を開いて閉じる 
操作で 1 回とみなします。 
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4. 「編集」で問題内容を入力し「保存」をクリックすると問 1 が保存されます。左下部に問題のプレビューが 

表示され、右下部に正答が表示されます。※課題手入力で解説を入力された場合は右下部に表示されます。 

（ここでは、設問スタイルを単数選択式で作成しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 追加で問題を作成する場合は、「新しい問題を追加」をクリックし、編集画面を閉じる場合は 

「変更を保存して終了」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

教材内容の確認 

教材がどのように表示されるのか確認します。 

「学生としてログインする」より学生画面と同様の確認ができますが、項番 3 の「教材実行時の制限」の 

「日時制限」で未来の日時に設定していた場合は、利用可能期間になるまで教材を実行することができません。 

 

 

 

 

 

 

 

正答にチェックを入れます。 

選択肢数の増減ができます。 

配点を入力します。 

利用可能期間になるまで、

教材の実行はできません。 
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教員画面の教材一覧より作成した教材名をクリックし、「開始」を選択して教材を開始してください。 

（学生画面との違いは、項番 3 の任意で設定したオプションや利用可能期間に問わず教材を実行できます。ただし、

利用可能期間終了後に実行する場合は、「開始」を押した後に表示される「回答画面に戻る」を押してから教材を実

行してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※確認後に内容を編集する必要がある場合は、学習履歴を削除する必要があります。特に、3 ページの「設問・結果 

表示」で回答の見直しを許可「する」に設定している場合は、前回の設問内容や解答内容を表示させる仕様となる 

ため修正が反映されません。 

 

➢ 学習履歴の削除方法 

1. 教材名の右側にある「…」から「公開状況」をクリックします。 

 

 

 

 

 

2. 「学習履歴」をクリックします。 

 

 

 

 

 

3. 該当者の選択欄にチェックをつけ、「選択された履歴と成績を削除」をクリックします。 
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4. 注意画面が表示されるので「削除」をクリックします。 

メッセージにも記載がありますが、学習履歴を削除すると成績データは削除され、元に戻すことはできません。

特に教材実行時の学生の学習履歴を削除する場合は、事前にデータをダウンロードすることをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

解答データの確認方法 

学生が送信した解答内容を確認します。 

 

1. 「成績」タブ内にある「問題ごとの成績表示/再採点」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

2. テスト名で「教材名」を選択します。 

 

 

 

 

 

3. 「表示」をクリックすると設問ごとの分析結果や学生の一覧が表示されます。 

「Check」をクリックすると各設問の「解答の詳細」を確認できます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例） 
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得点の再計算 

自動採点するために入力していた正答の追加入力や配点の入力・変更などの設定変更をしなければいけなくなっ

た場合は、以下の方法で得点の「再採点」ができます。ただし、実行途中の場合は修正後の得点が反映されませんの

で、必ず利用開始時間が終了していることを確認してから設定を変更してください。 

 

1. 教材名の右側にある「…」から「設問編集」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

2. 配点欄に点数を入力後、右側の「保存」と左側の「変更を保存して終了」をクリックし教材を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 「成績」タブ内にある「問題ごとの成績表示/再採点」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. テスト名で「教材名」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

①  ②  

③  
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5. 「表示」をクリックし、「再採点」をクリックします。学生の得点が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点数の確認方法 

 受講生が受講したテスト教材の点数を一覧で確認します。 

 

1. 「成績」タブ内にある「成績一覧」をクリックします。 

 

 

 

 

2. 縦の列が受講生、横の列が教材名の一覧表が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内にある点数をクリックすると学生個人の解答内容が確認できます。 

 

 

 

一部の問題スタイル（記述式やレポート）を除く 

問題スタイルの場合は、自動採点された点数が表示されます。 

 

「未」：学生が教材を実行していない 

「0」：学生が全問間違えた/学生が設問内容のみ確認し答えていない 

「*0」：問題スタイルに記述式やレポートが含まれた問題で 

教員側の未採点状態/学生が設問内容のみ確認し答えていない 

学生 ID 学生 ID 
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解答内容の確認方法 

1. 成績一覧の表から該当する学生の点数をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 学生名が表示された成績一覧が表示されます。 

詳細欄の「表示」をクリックすると回答内容や得点率が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

●本書に掲載した会社名、システム名、プログラム名、商品名などは各開発メーカーの商標または登録商標です。 

●本文中では、🄫マーク、🄬マーク、TM マークを省略しています。 

 


